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平成１４年度及び１５年度の２年間、主に冬期（１２月～

３月）に、県内農場と畜場出荷豚から鼻腔スワブを採

取し、インフルエンザウイルスの分離を行った。

検査材料として、平成１４年度（２００２－２００３）は５０農

場９８０検体、平成１５年度（２００３－２００４）は４１農場７６５検

体を採材した。採材時期は１２月から３月であり、一部

４月にも実施した。１農場あたり１０検体程度を目安に

週１～２回採材した。

検査方法として、ウイルス分離にはMDCK細胞を用

い常法により実施し、２代継代した。分離ウイルスの

同定・解析には、インフルエンザ迅速診断キット、RT-

PCR法、PCR産物のダイレクトシークエンスを用いた。

平成１４年度は、１、２，３月にそれぞれ５、１９、お

よび９株のウイルスが分離された（表１）。分離された

農家別にみると、１月が５株１戸、２月が８，９，２

株の３戸、３月が２，２，５株の３戸であった。

平成１５年度は、１、２月にそれぞれ１３および８株の

ウイルスが分離された（表２）。分離された農家別に

みると、１月が３，１０株２戸、２月が５，３株の２戸

であった。

参考として、平成１２年度（１９９９－２０００）および平成

１３年度（２０００－２００１）に衛生研究所で実施したデータ

を見ると、２０００年３月に３株、２０００年１２月に３株、

２００１年２月に１株が分離された（表３）。

RT-PCR を用いた分離ウイルスのヘマグルチニン

（HA）の亜形は H1であり（図１）、ノイラミニダーゼ

（NA）の亜形は N2であった（図２）。

H1　HA遺伝子の系統樹（図３）および N2　NA遺

伝子の系統樹（図４）を作製し、解析したところ、１９８９

年および１９９０年に長崎県で分離されたウイルスに類似

していた。

農場別のウイルス分離状況は表４のとおりであり、

Ａ，Ｃ，Ｄ，Ｆ，Ｇは１回、Ｂ農場は２回、Ｅ農場では３

回分離された。ウイルスが分離された農場では、イン

フルエンザを疑うような呼吸器症状は認められなかっ

た。

と場出荷豚からのインフルエンザウイルス分離状況

御村宗人（埼玉県中央家畜保健衛生所）、島田慎一（埼玉県衛生研究所）
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2002       2003 

Dec       Jan       Feb   Mar       Apr       Total

Samples 140       367        267       193     13           980 

MDCK (+) 0 5           19          9 0             33 
( )                               (5)         (8+9+2)     (2+2+5)

2003       2004 

Dec       Jan       Feb   Mar       Apr       Total

Samples 70        319        205        171 0           765 

MDCK (+) 0 13           8 0             0            21 
( )                             (3+10)         (5+3)

1999-2000
1999                    2000

10     11     12      1     2      3      Total

36     60     48     60    48    48 300

0       0       0       0 3 0          3

2000-2001

2000                 2001

11     12      1      2      3       Total

12     48     48 48 36        192

0 3 0(1) 1 0        4(1)
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RT-PCR for swine H1 gene

RT-PCR for N2 gene

Primers ; J Clin Mirobiol (1995) 33, 1180-1184

13122(H1N2)
17236(H1N2)
16201(H1N2)

15102(H1N2)
10380(H1N2)

14316(H1N2)
swSTM101(H1N2)
17063(H1N2)

swSTM100(H1N2)
swSTM400(H1N2)

swSTM196(H1N2)
swNAG190(H1N2)

swNAG189(H1N2)
swNJ1176(H1N1)

swHK174(H1N1)
swHkd281(H1N1)

swEHI180(H1N2)
swIowa93001(H1N2)

swMin5555100(H1N2)
swInd9k03599(H1N2)

swILL63(H1N1)
swWcn161(H1N1)

swIowa1530(H1N1)
swITA108100(H1N2)

swITA152198(H1N2)
swCtAmr79097(H1N2)

swENG43820794(H1N2)
swENG7268596(H1N2)
swENG1793496(H1N2)

Israel62002(H1N2)
ENG62701(H1N2)

Yokohama222002(H1N2)
Yokohama472002(H1N2)

NC2099(H1N1)
Moscow1798(H1N1)

Bejg26295(H1N1)
Hebei2489(H1N2)

Byrn795(H1N1)
Yam12086(H1N1)

ENG33380(H1N1)
BRA1178(H1N1)
USSR9077(H1N1)

PR834(H0N1)
WS33(H1N1)

BM118(H1N1)
SC118(H1N1)
NY118(H1N1)

swITA336400(H1N1)
JPN30557(H2N2)

0.05

17236(H1N2)
13122(H1N2)

10380(H1N2)
15102(H1N2)

swSTM101(H1N2)
16201(H1N2)

14316(H1N2)
17063(H1N2)
swSTM100(H1N2)

swSTM96(H1N2)
swNAG190(H1N2)

swNAG189(H1N2)
swEHM180(H1N2)

swHK2177(H3N2)
swHK1377(H3N2)

swHK376(H3N2)
030360M1(H3N2)

SARSprbM1(H3N2)
ENG102(H1N2)

Yokohama222002(H1N2)
PAN200799(H3N2)
Syd597(H3N2)

swInd9k03599(H1N2)
KKYU15993(H3N2)

Hebei2489(H1N2)
swKAN278(H1N2)

swHK7277(H3N2)
swHK176(H3N2)
VIC375(H3N2)

Udorn72(H3N2)
HK168(H3N2)
NT6068(H3N2)

TKY367(H2N2)
KUM165(H2N2)

dkHK24577(H3N2)
dkHK2476(H3N2)

0.02

2002 2003                              2004 

12        1        2  3        4             12 1        2   3

A

B

C

D

E

F

G

Positive Negative




